
 

 
 

杉並区農福連携事業の進捗状況について 
 

平成３１年（2019年）４月から農園整備と試験的作付けなどを開始するとともに、令和

元年（2019年）６月に策定した「杉並区農福連携事業基本計画」に基づき、令和 3年（2021

年）4月の全面開園に向けて、農園運営と平行し、管理棟の施設整備に取り組んでまいり

ました。 

現在までの進捗状況は、以下のとおりです。 
 

 

１ 農園の運営 

（１） 農園運営 

年度 平成３１年度（令和元年度） 令和２年度 

主な農園運営 〇多目的農園区画の運営 

・試験的作付けの実施 

・収穫物を活用した農園のＰＲ（収穫

体験を含む） 

・福祉施設等に収穫物を提供 

〇区民ボランティアの募集。 

・11名が参加。 

〇団体農園区画の運営 

・利用団体の募集ほか 

・貸付（4団体、4区画） 

〇管理棟の基本・実施設計 

〇多目的農園区画の運営 

・試験的作付けの実施 

・収穫物を活用した農園のＰＲ（収穫体験

を含む） 

・福祉施設等に収穫物を提供 

〇区民ボランティアの募集。 

新たにに9名が参加、現在19名が活動中 

〇団体農園区画の運営 

・利用団体の募集ほか 

・貸付（6団体、6区画） 

〇管理棟の建設工事 

 

（２）農産物の生産と活用について 

年度 平成３１年度（令和元年度） 令和２年度 

栽培した主な

農産物 

 

エダマメ約 2,000本 

カブ約2,000個 

ダイコン約 1,200本 

サツマイモ約 800ｋｇ 

トウモロコシ約 400本 

そのほかブロッコリー、コマツナなど 

ジャガイモ約2,400個 

エダマメ約290本 

カブ約2,000個 

ダイコン約500本 

サツマイモ約600㎏ 

そのほかナス、ブロッコリー、コマツナなど 

収穫物の主な 

活用 

・収穫物の提供 

障害者施設等に延べ 29回提供 

・農園のＰＲ 

地域や障害者施設、都立農芸高等学校、

農業祭などのイベント等で実施 

・収穫体験計 8回実施など 

・収穫物の提供 

障害者施設等に延べ91回提供 

・農園のＰＲ 

農業祭において実施 

・収穫体験計11回実施など 

 

 

裏面に続く 

別紙 



 

２ 農福連携農園管理棟 

（１） 施設の主な概要等 

  ○所在地等：井草三丁目 19番 24号（第１種低層住居専用地域） 

〇敷地面積：3240.62㎡ 

〇構造：木造平屋建て 

  ○江戸時代から続く農家の部材を活用し、かつての「杉並の農の風景」を再現。 

 

（２）主な施設 

○管理事務所棟（約 161㎡）：事務室、土間（休憩･講習スペース）、座敷、 

トイレ、台所等 

○倉庫棟（約 108㎡）：収穫物置場と農機具置場 

○その他－非常用電源装置を備えた防災兼用農業用井戸とかまどベンチを設置し、農

地の防災機能を持たせた。 

 

３ 杉並区農福連携農園の「愛称」募集 

農福連携農園が区民の皆様に理解され、親しまれる農園となるよう、農園の「愛称」
を募集。（募集締切日：令和３年３月２２日） 
 
※応募資格について 

農福連携農園では、農園の運営についても、区内の障害者施設、地域の方々などと連携して事

業の充実を図っていくこととしていることから下記の方々を対象とした。 

① 区内の障害者施設の利用者とその家族 

② 団体農園区画の利用団体 

③ 区民ボランティア 

④ 子ども食堂運営団体代表者 

⑤ 都立農芸高等学校 

⑥ 地域の農家の方  々

⑦ 町会関係（住吉親交会、井草１・２丁目自治会） 

⑧ ＪＡ東京中央 

 

４ 今後の主なスケジュール（予定） 

 令和３年３月末    管理事務所棟等竣工 

４月  １日 全面開園 

４月２８日 開園式 

５月～   外構工事 

 

農園管理事務所完成イメージ 


